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　　所管局別の主要事業とともに、見直しを行った事業を記載しています。

　　事業名に附してある表記は、それぞれ以下の事業に該当することを表します。

　【新規】

　　　新規または一部新規を含む事業

　【拡充】

　　　対象や数量など、内容を拡充した事業

　【２月補正対応】

　　　国の補正予算に対応するため、事業費の全部又は一部を２月補正予算で計上している事業

　Ⓟ

　　　第２次実施計画に位置付けている事業

※記載内容について



＜総合政策局＞

千円

１　防災・減災対策 高潮避難対策　【新規】　Ⓟ 20,000

想定される最大規模の高潮の被害から市民を守るため、高潮避難 〔15,000〕

計画を策定するとともに、啓発動画を作成

マンホールトイレの整備　Ⓟ　【２月補正対応】 54,800

災害時に避難者の健康保持を図るため、県立高校へマンホールトイレ 〔5,800〕

　 を整備

防災備蓄倉庫の整備　Ⓟ 6,000

避難所に配備した備蓄品を適切に管理するため、防災備蓄倉庫を 〔0〕

整備

追加整備　11か所

蓄電池の整備　Ⓟ 8,000

避難所における停電時の電力を確保するため、避難所運営に十分な 〔8,000〕

電源設備を備えていないコミュニティセンター等に可搬型蓄電池を

整備

整備個所数　コミュニティセンター・体育館・市民会館等　計20か所

項　　　目
予　算　額

〔　　〕内は一般財源
主　　要　　施　　策　　の　　概　　要
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千円

避難行動要支援者の支援体制の強化　Ⓟ 4,053

災害時における避難行動要支援者の支援体制構築のため、 〔4,053〕

要支援者の個別避難計画を作成・更新するとともに、計画に基づく

訓練を実施

計画作成　100件　（R7末計：約1,070件　→　R8末計：約1,170件）

計画更新　200件

訓練内容　避難先への移動、居住スペース・電源の確認 等

２　千葉開府９００年事業 千葉開府９００年を契機に、基本理念である「千葉一族からの学びを

活かし、未来へ向けたひとづくり・文化づくり」の実現に向けた記念

事業を実施

＜総合政策局＞

千葉開府９００年記念事業　【拡充】 　Ⓟ 250,000

千葉開府９００年にあわせ、各種記念事業を実施 〔196,990〕

　シンボル事業

・記念式典（6月）

・千葉開府９００年記念まつり（6月）

・記念パレード（11月）

　基本理念に基づく事業

・千葉氏サミット（8月頃）

・若者向けイベント企画（秋頃）

・千葉開府９００年記念サイクリング（10月）

・千葉開府９００年記念ウォーク（令和9年2月）

スマートシティの推進 6,000

デジタル体験プログラム　Ⓟ 〔0〕

テクノロジーを活用した地域課題解決の担い手となる次世代の

デジタル人材を育成するため、開府９００年記念としてデジタル

体験プログラムを実施

　対象者　小中学生

項　　　目 主　　要　　施　　策　　の　　概　　要
予　算　額

〔　　〕内は一般財源
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千円

＜市民局＞

美術館における千葉開府９００年記念企画展の開催 20,000

千葉開府９００年の基本理念「未来へ向けたひとづくり、文化づくり」 〔20,000〕

の実現のため、記念企画展を開催

開催期間　9月～11月

アーバンスポーツの振興　【新規】　Ⓟ 25,000

千葉開府９００年を記念し、新たなスポーツ文化の創出及び都市の 〔0〕

魅力向上のため、ブレイクダンスの世界大会を中心としたイベント

を開催

開催日程　11月

＜経済農政局＞

起業家海外展開実践研修　Ⓟ 35,000

市内企業の成長や、海外展開の実現を支援するため、海外での 〔20,250〕

研修プログラムを実施

対象者　　 海外展開を検討している市内企業

実施内容　シリコンバレーでの企業視察、フィールドワーク　等

アントレプレナーシップ教育高校生海外・国内派遣　Ⓟ　 25,000

将来の産業人材を育成するため、海外及び国内で起業家精神 〔0〕

教育プログラムを実施

対象者　   市内在住の高校2・3年生

実施内容　ヒューストンでの起業家育成プログラム参加 等

主　　要　　施　　策　　の　　概　　要
予　算　額

〔　　〕内は一般財源
項　　　目
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千円

「地球の歩き方」発行を契機とした市内周遊の促進　【新規】 3,000

本市特有の地域資源の情報を発信するため、令和8年5月発行 〔3,000〕

予定の「地球の歩き方 千葉市」を活用したプロモーションを実施

実施内容

都市アイデンティティ関連施設をめぐる周遊企画

地球の歩き方編集部による市内小中学校での特別授業

75,000

海辺のにぎわいの創出と地域経済の活性化を図るため、 〔75,000〕

千葉開府900年を記念した特別プログラムを実施

総事業費　310,713千円

うち、協賛金収入等　235,713千円

うち　市負担金        　75,000千円

＜区役所＞

千葉開府９００年「いちご」マラソン 2,000

地域活性化を目的として、若葉区の企業、商店、自治会等が連携 〔2,000〕

し、千葉開府９００年を冠したマラソン大会を開催

３　まちづくり スマートシティの推進

デジタル体験プログラム　【900年記念】　Ⓟ　（再掲） 6,000

テクノロジーを活用した地域課題解決の担い手となる次世代の 〔0〕

デジタル人材を育成するため、開府９００年記念としてデジタル

体験プログラムを実施

対象者　小中学生

市民花火大会　【拡充】

項　　　目 主　　要　　施　　策　　の　　概　　要
予　算　額

〔　　〕内は一般財源
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千円

国家戦略特区の推進 100,000

自動運転車サービスの推進　Ⓟ 〔10,000〕

自動運転車サービスのモデルケースとして、令和９年度の土気駅

周辺でのサービス実装を目指し、実証実験を実施

幕張新都心のまちづくりの推進　Ⓟ 34,500

幕張新都心まちづくり将来構想を踏まえ、幕張新都心の持続的な 〔28,000〕

成長を促進するため、各種取組みを実施

（仮称）幕張新都心まちづくり基本方針の検討

　実効性のあるまちづくりのための基本的な方針素案を作成

中心地区エリアマネジメントの支援・連携

　エリアマネジメント団体の自立・自走のための運営支援や、実証

　実験を実施

幕張豊砂ウォーカブル推進

　滞在環境の改善に向け、試験的に暑熱対策としての日よけ等

　を設置

千葉マリンスタジアムの再構築　Ⓟ 269,000

「千葉マリンスタジアム再整備基本構想」を具体化するため、基本計画 〔269,000〕

の策定等を実施

今後の想定スケジュール

　令和9年3月頃～　　　　　　事業実施判断

　令和9年～令和15年頃　　事業実施者選定、基本設計、

　令和9年～令和15年頃　　実施設計、建設工事

　令和16年頃　　　　　　　　　開業予定

予　算　額
〔　　〕内は一般財源

項　　　目 主　　要　　施　　策　　の　　概　　要
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千円

◎見直しをする事業 地域ポイント制度実証実験 17,664

市民の参加状況等を踏まえ、ポイント付与対象事業をウオーキング等 〔14,632〕

の健康増進事業等に特化し、実証実験を継続 ※対前年度増減額

△5,717

〔△5,859〕

東京事務所の機能移転 4,430

各省庁、政党からの情報発信の手法がデジタル化している現状を 〔4,430〕

踏まえ、令和8年度中に都内の事務所の賃貸借契約を終了し、 ※対前年度増減額

本庁舎に機能を移転 △4,200

〔△4,200〕

市民参加による政策形成 0

市民シンクタンク「まちづくり未来研究所」については廃止し、同事業 〔0〕

の実施手法の庁内共有や既存類似事業により、引き続き、市民の ※対前年度増減額

知見をまちづくりや政策形成に活用 △2,200

主な類似事業　町内自治会に関するワークショップ 〔△2,200〕

主な類似事業　こども・若者市役所　等

ドローン社会課題対策・活用推進等 3,400

ドローンの普及状況を踏まえ、これまで実施していたドローンによる 〔1,700〕

社会課題対策等のための事業の整理を行い、より効果的な事業に ※対前年度増減額

注力 △8,000

社会課題対策　→　廃止 〔△4,500〕

操縦ライセンス取得支援　→　廃止

ドローン事業者支援　→　継続　（本事業に注力）

項　　　目 主　　要　　施　　策　　の　　概　　要
予　算　額

〔　　〕内は一般財源

－　6　－



＜財政局＞

千円

１　公共施設の再整備 千葉中央コミュニティセンター再整備　Ⓟ 4,453,200

耐震性を確保した上で、引き続き公用及び公共用の建物 〔30,674〕

として利用するため、減築大規模改修工事を実施

２　所得証明書 所得証明書のコンビニ交付サービス10円キャンペーン　【新規】 1,016

　　コンビニ交付の 所得証明書のコンビニ交付を推進し、市民の利便性向上を図るため、 〔0〕

　　推進 交付手数料を10円に引き下げるキャンペーンを実施

コンビニ交付手数料（1件）　250円　→　10円

実施期間　令和8年6月～8月（3か月）

項　　　目 主　　要　　施　　策　　の　　概　　要
予　算　額

〔　　〕内は一般財源

－　7　－



＜市民局＞

千円

１　市民自治の推進 町内自治会業務の負担軽減　【新規】　Ⓟ 345

町内自治会においてデジタルツールの導入を促進し、負担軽減を 〔345〕

図るため、デジタルツール展示・相談会を開催

実施内容　事業者によるプレゼンテーション、

　　　　　　　デジタルツール導入自治会による講演　等

集会所建設等事業補助 47,809

町内自治会集会所の建設や修繕などに要する経費の一部を助成 〔47,809〕

補助対象　町内自治会（地域運営委員会を含む）

補助率・上限額等

新築・増改築等　補助率2/3　上限800万円

　地域避難施設として認定が見込める場合　加算額　400万円

修繕　補助率1/2　上限200万円　など

２　市民サービスの 個人番号カード交付　【拡充】 1,678,996

　　向上 マイナンバーカードの円滑な取得環境を整備するため、新たに 〔0〕

マイナンバーカードセンターを設置

開所時期　令和9年1月（予定）

設置場所　千葉駅周辺（予定）

開庁日時　月曜日～金曜日　11時～19時（予定）

開庁日時　日曜日～金曜日　19時～17時（予定）

項　　　目 主　　要　　施　　策　　の　　概　　要
予　算　額

〔　　〕内は一般財源
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千円

３　公共施設の再整備 35,800

老朽化に伴い土気公民館、土気市民センター及び土気いきいき 〔17,800〕

センターを複合施設として再整備 債務負担（69,000）

実施内容　   基本・実施設計（R8～9）等

整備予定地　土気市民センター敷地内

供用開始　　 令和12年度中（予定）

４　交通安全対策 ヘルメット購入補助　【新規】 10,000

自転車用ヘルメットの着用促進を図るため、高校生年代を対象に 〔5,000〕

購入補助を実施

補助額　2,000円

交通安全に関する普及・啓発　Ⓟ 1,716

若年層への自転車の安全利用対策の強化を図るため、 〔1,716〕

スケアード・ストレイト交通安全教室を実施

対象　中学校、市立高校

実施回数　5回　→　6回

５　防犯対策 防犯カメラ設置　【拡充】　Ⓟ 24,979

犯罪抑止効果を高め、安全で安心なまちづくりを推進するため、 〔24,979〕

駅周辺及び繁華街に防犯カメラを設置

設置台数　91台　→　101台（2駅周辺と繁華街に計10台新設）

項　　　目 主　　要　　施　　策　　の　　概　　要
予　算　額

〔　　〕内は一般財源

土気公民館・土気市民センター・土気いきいきセンター再整備　【新規】　Ⓟ
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千円

30,000

町内自治会等に対する設置費助成 〔0〕

補助台数　100台

防犯街灯交換 0

令和８年度末に契約期間が満了となるLED防犯街灯について、 〔0〕

自治会負担軽減及び電気料金削減のため、自治会が保有する

街灯を市一括契約に追加するとともに、灯具を変更

灯数（市一括契約）　47,996灯　→　53,231灯（見込）

灯具　LED　20W　→　10W

６　文化振興 アートのまちづくりの推進　【新規】　Ⓟ 74,000

アートを活用した地域資源の再発見や地域のつながりの創出により、 〔0〕

地域の活性化を図るため、各種事業を実施

緑町公園アートプロジェクト

R8実施内容　現代アート設置等に向けた協議・実施設計

花見川団地商店街アーティスト・イン・レジデンス

R8実施内容　団地空間のリノベーション、アーティスト招聘等

千葉国際芸術祭のトリエンナーレに向けた取組み　Ⓟ 28,500

千葉国際芸術祭2025の成果を継承し、発展させるとともに、次期 〔14,250〕

芸術祭の機運醸成を図るため、プレイベントを実施 債務負担（290,000）

期間　令和8～9年度：プレ会期　令和10年度：本会期

町内自治会等に対する防犯カメラ設置費助成　Ⓟ　【２月補正対応】

債務負担（1,300,000）

項　　　目 主　　要　　施　　策　　の　　概　　要
予　算　額

〔　　〕内は一般財源
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千円

20,000

千葉開府９００年の基本理念「未来へ向けたひとづくり、文化づくり」 〔20,000〕

の実現のため、記念企画展を開催

開催期間　9月～11月

市民会館の再整備　Ⓟ 61,600

JR千葉支社跡地における単独棟での整備に向け、基本計画を修正 〔61,600〕

７　スポーツ振興 アーバンスポーツの振興　【新規・900年記念】　Ⓟ　（再掲） 25,000

千葉開府９００年を記念し、新たなスポーツ文化の創出及び都市の 〔0〕

魅力向上のため、ブレイクダンスの世界大会を中心としたイベント

を開催

開催日程　11月

パラトライアスロン大会　Ⓟ 10,000

パラスポーツの推進及び観戦機会の確保、共生社会の実現を 〔10,000〕

目的にワールドトライアスロンパラカップ千葉を開催

開催日程　令和8年10月

項　　　目 主　　要　　施　　策　　の　　概　　要
予　算　額

〔　　〕内は一般財源

美術館における千葉開府９００年記念企画展の開催　【900年記念】　（再掲）
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千円

国際スポーツイベントの誘致  Ⓟ 100,000

トップレベルのプレーを間近で観戦する機会を創出し、市民の 〔100,000〕

スポーツへの関心や参加意欲を高めるとともに、地域への経済効果

の創出を図るため、Xgamesの開催を支援

開催日程　令和8年7月

アルティーリ千葉新アリーナの整備支援  Ⓟ 455,000

アルティーリ千葉のホームアリーナ建設を支援するため、契約締結に 〔55,000〕

向けたアドバイザリー業務を委託するとともに、建設予定地の基盤

整備を実施

アリーナ整備手法　民間資金で建設後、負担付きの寄付として

アリーナ整備手法　施設を受納（予定）

受納（供用開始）時期　令和12年度（予定）

北谷津温水プール再整備　Ⓟ 16,000

北谷津温水プール再整備に向け、事業者選定のための 〔16,000〕

アドバイザリー業務委託を実施

供用開始時期　令和12年度（予定）

８　女性活躍の推進 女性デジタル人材育成　【新規】　Ⓟ 5,000

育児等により安定的な就労が難しい女性を対象に、在宅勤務等の 〔1,250〕

柔軟な働き方が可能なデジタル分野での就労へ結びつけるため、

スキル取得支援及び就労支援を一体的に実施

対象者　市内在住・在勤・在学で令和8年度中に就労可能な女性

実施内容　デジタル人材育成講座・就労支援（各5回程度）

項　　　目 主　　要　　施　　策　　の　　概　　要
予　算　額

〔　　〕内は一般財源
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千円

困難な問題を抱える女性への支援　【拡充】　Ⓟ 15,653

貧困や孤独により課題を抱える女性に対し、早期かつ切れ目のない 〔4,403〕

支援を行うため、自立支援に向けた取組み等を追加

R7：相談事業、居場所の提供、同行支援、女性用品の提供　等

R8：自立支援、アフターケアを追加

９　外国人住民の地域 外国人住民の初期日本語・社会制度の習得促進　【新規】　Ⓟ 7,000

　　社会への適応促進 急増する外国人住民が早期に地域社会に馴染むことができるよう、 〔7,000〕

生活オリエンテーション等を実施

実施内容　生活オリエンテーション

実施内容　外国にルーツをもつ中学生向け進路ガイダンス 等

地域日本語教育の推進　【拡充】 20,680

外国人住民が日本語による意思疎通を円滑に行うことができるよう、 〔10,340〕

地域日本語学習（日本語クラス）を強化

実施内容　初級クラス　開催場所を追加

実施内容　グループ学習クラス　３回　→　４回

１０　フェアトレードの フェアトレードタウンの認定取得　Ⓟ 338

　　　推進 地域社会全体でフェアトレードに貢献するため、フェアトレードタウン 〔338〕

の認定を目指し、フェアトレードを推進

R8実施内容　認定申請、周知・啓発

項　　　目 主　　要　　施　　策　　の　　概　　要
予　算　額

〔　　〕内は一般財源
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＜保健福祉局＞

千円

１　セーフティネット 生活保護世帯等に対する学習・生活支援　【拡充】　Ⓟ 100,351

生活保護世帯等の中学2年生及び3年生が高校進学のための 〔38,662〕

基礎学力を身につけられるよう、市内公共施設で実施している

学習・生活支援について、新たに生活保護世帯の中学1年生

を支援対象者に追加

定員　R7:330人　→　R8:370人（40人増）

２　医療・健康づくり むし歯予防フッ化物洗口導入支援　【拡充】　Ⓟ 1,794

未就学児のむし歯予防のため、フッ化物洗口を実施する市内保育 〔10〕

施設等を追加

実施場所　R7：6か所　→R8：12か所

実施内容　職員・保護者向け説明会、フッ化物洗口剤提供　等

小児慢性特定疾病児童等自立支援　【拡充】　Ⓟ 3,209

小児がんなど小児慢性特定疾病のある児童やその家族同士の 〔1,267〕

社会的なつながりを深めるため、交流イベントを開催

ＲＳウイルス母子免疫ワクチン予防接種　【新規】　Ⓟ 158,000

ＲＳウイルス感染症予防接種の定期接種化に伴い、妊婦を対象に 〔158,000〕

接種を実施

対象者　　 妊娠28週から37週未満の妊婦

接種回数　1回

自己負担額　なし

項　　　目 主　　要　　施　　策　　の　　概　　要
予　算　額

〔　　〕内は一般財源
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千円

おたふくかぜ予防接種費用助成　【新規】　Ⓟ 23,000

おたふくかぜの発症及び重症化を予防するため、任意予防接種 〔23,000〕

費用の一部助成を実施

対象者　　 ①1歳以上～2歳未満、②小学校入学前年度の児童

助成回数　2回

助成額（1回あたり）　2,000円

３　生活衛生環境 新たな斎場の整備　Ⓟ 54,000

　　の整備 火葬需要の増大に対応するため、新たな斎場の整備に向けた 〔54,000〕

基本計画の策定等を実施

（令和14年度供用開始予定）

４　高齢者施策 35,800

　（再掲） 〔17,800〕

老朽化に伴い土気公民館、土気市民センター及び土気いきいき 債務負担（69,000）

センターを複合施設として再整備

実施内容　   基本・実施設計（R8～9）等

整備予定地　土気市民センター敷地内

供用開始　　 令和12年度中（予定）

項　　　目 主　　要　　施　　策　　の　　概　　要
予　算　額

〔　　〕内は一般財源

土気公民館・土気市民センター・土気いきいきセンター再整備　【新規】　Ⓟ
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千円

特別養護老人ホーム整備費助成　Ⓟ 987,598

社会福祉法人等による特別養護老人ホームの整備に対し助成 〔2,958〕

特別養護老人ホーム　340床

R7：4,570床　→　R8：4,770床

併設ショートステイ　　 　70床

R7：1,137床　→　R8：1,177床

養護老人ホーム措置費支弁増額　【拡充】 317,582

養護老人ホームの経営安定化や職員の処遇改善を図るため、 〔244,509〕

老人保護措置費の支弁額を改定

（環境局所管） 高齢者等ごみ出し支援の充実強化　【新規】　Ⓟ 2,228

ごみステーションへの排出が困難な高齢者等に対する 〔0〕

支援を実施

実施内容

専用ストッカーの設置による日中ごみ排出支援

設置場所　市内10か所

許可業者による有料戸別収集のモデル実施

対象世帯　10世帯

項　　　目 主　　要　　施　　策　　の　　概　　要
予　算　額

〔　　〕内は一般財源
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千円

認知症損害賠償補償　【新規】　Ⓟ 1,700

認知症の人や家族の外出に対する不安を軽減するため、認知症を 〔1,416〕

原因とする事故等での損害賠償に対する補償制度を開始

賠償責任補償額　1億円

自己負担額　なし

あんしんケアセンターの充実　【拡充】 1,182,657

多様化するニーズに適切に対応するため、あんしんケアセンターに 〔219,585〕

配置する包括3職種を増員

包括3職種　R7：156人　→　R8：158人（2人増）

地域介護予防活動支援　【拡充】　Ⓟ 89,533

市民の身近な地域で介護予防活動を広げるため、住民主体の通い 〔11,192〕

の場などに、いきいきプラザ・センターの専門職を継続的に派遣して

地域による活動の支援を実施

帯状疱疹ワクチン予防接種費用助成　【新規】　Ⓟ 88,400

帯状疱疹の発症及び重症化を予防するため、定期接種対象外の 〔76,295〕

高齢者等を対象とした任意予防接種費用の一部助成を実施

対象者　50歳以上の者

助成額（助成回数）　生ワクチン         2,000円/回（1回限り）

  　　　　　　　 　　　　　不活化ワクチン  5,000円/回（2回まで）

項　　　目 主　　要　　施　　策　　の　　概　　要
予　算　額

〔　　〕内は一般財源
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千円

５　障害者施策 医療的ケア者等施設通所加算　【新規】　Ⓟ 62,904

医療的ケア者等が利用する生活介護事業所の障害福祉サービス 〔62,904〕

報酬に対し、上乗せを実施

基本加算　2,000円/人・日

入浴加算     500円/日

送迎加算     500円/日

農福連携の推進　【新規】　Ⓟ 600

障害者の農業分野での活躍を通じた社会参画を実現するため、 〔600〕

農福連携の取組みに対する奨励金制度を創設

市内障害者施設に対する奨励金

奨励額　1人あたり3,000円（上限額　3万円）

（経済農政局所管） 市内農業者に対する奨励金

奨励額　1日あたり3,000円（上限額　9万円）

ひきこもり地域支援センター運営　【拡充】　Ⓟ 821

より相談しやすい支援体制を構築するため、ＳＮＳでの相談窓口を 〔411〕

開設するとともに、メタバースを活用した支援を実証的に実施

６　動物愛護の推進 （仮称）動物愛護センター整備　Ⓟ　 54,000

動物愛護施策推進のため、動物保護指導センター再整備に向け、 〔0〕

実施設計等を実施

項　　　目 主　　要　　施　　策　　の　　概　　要
予　算　額

〔　　〕内は一般財源
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千円

◎見直しをする事業 重層的・包括的支援体制 0

メールなど既存の相談方法でも代替可能な状況を踏まえ、 〔0〕

利用者が少ない福祉まるごとサポートセンターのLINE相談を ※対前年度増減額

令和7年度末で終了

シニアリーダー体操 0

コロナ収束後にシニアリーダーによる体操教室の再開が進んだ 〔0〕

ことから、代替措置であったテレビ放映を令和7年度末で終了 ※対前年度増減額

乳児家庭全戸訪問 3,521

地域保健推進員（ボランティア）による非予約制の2か月児訪問 〔1,177〕

について、訪問先の留守等により面談が困難になっているため ※対前年度増減額

廃止し、生後28日未満児を対象とした専門職員による予約制の

新生児訪問指導に集約

夜間開院医療機関案内テレホンサービス 0

利用者が少なく、夜間の医療機関案内についてはインターネット 〔0〕

サービスも充実していることから、千葉市保健医療事業団で実施 ※対前年度増減額

している電話案内受付を令和7年度末で廃止

障害者福祉バス運行 13,580

市保有の福祉バス「たいよう号」が老朽化により運行が困難となった 〔13,580〕

ため、貸出事業を廃止し、バス借り上げに係る費用助成へ変更 ※対前年度増減額

対象者　障害者団体等

補助率　10/10

上限額　利用する種類等（大型・中型、リフト有無、日帰り・宿泊）

　　　　　　に応じ、12万円～65万円

△2,284

〔△2,284〕

△420

〔△420〕

項　　　目 主　　要　　施　　策　　の　　概　　要
予　算　額

〔　　〕内は一般財源

△2,310

〔△2,310〕

△2,033

〔△2,033〕

△2,967

〔△989〕
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千円

介護給付費通知 11,901

不正請求の防止を図るため、被保険者に対し介護サービスの利用 〔2,291〕

状況を知らせる通知の発送について、不正発覚の事例が少ないこと ※対前年度増減額

から、令和8年度末で廃止

R7：年2回発送　→　R8：通知廃止の周知文を同封し、年1回発送

三世代同居・近居支援 23,000

三世代家族の同居・近居のための住宅取得等に係る費用の 〔23,000〕

一部助成について、アンケート調査により、助成の有無に関わらず、 ※対前年度増減額

多くの子・孫世帯が本市に転居している実態が明らかになったため、

新規申出者受付を令和7年度末で終了

長寿祝金・祝品 3,300

国が類似事業を実施していることや、平均寿命が延伸していること 〔3,300〕

などを踏まえ、既存の祝金・祝品を廃止し、満100歳の高齢者に ※対前年度増減額

対する祝金贈呈を実施

地域介護予防活動支援（生きがい活動支援通所） 89,533

既存の生きがい活動支援通所について、市民の身近な地域で介護 〔11,192〕

予防活動を広げるため、住民主体の通いの場などに、いきいきプラ ※対前年度増減額

ザ・センターの専門職を継続的に派遣して地域による活動の支援に

見直し

△9,616

〔△1,851〕

項　　　目 主　　要　　施　　策　　の　　概　　要
予　算　額

〔　　〕内は一般財源

〔△106,747〕

△6,669

〔△6,669〕

△19,020

〔△19,020〕

△28,405
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千円

緊急通報システム 174,000

ひとり暮らしの高齢者の増加に対応した持続可能な制度運用に 〔174,000〕

向け、これまで65歳以上の独居高齢者に対し、無償で提供してきた ※対前年度増減額

緊急通報システムについて、令和9年1月より見守り・安否確認機器

に対する費用助成に変更して実施

対象経費　見守り・安否確認機器の月額利用料金

補助率　10/10、上限額　1,000円/月

※既存利用者は、令和9年12月をもってサービス終了

　　（令和9年1月～12月は移行期間）

予防接種費用助成 426,448

高齢者の定期予防接種に係る自己負担額について、持続可能な制度 〔426,448〕

運用に向け、市民税非課税世帯の全額免除を半額免除に見直し ※対前年度増減額

インフルエンザウイルス

一般世帯　　　R8： 1,800円（R7と同額）

非課税世帯　 R7：　　　 0円　→　R8：   900円

※高用量ワクチン接種の場合：6,000円（非課税世帯の免除なし）

肺炎球菌

一般世帯　　　R7： 3,000円　→　R8：6,000円

非課税世帯　 R7：　　　 0円　→　R8：3,000円

※定期接種ワクチンの変更による接種費用の増額に伴い、

　 一般世帯の自己負担を増額

高齢者定期予防接種個別通知 0

市政だよりや市ホームページなどにより十分な周知ができることから、 〔0〕

高齢者定期予防接種の対象者に対する個別通知の送付を廃止 ※対前年度増減額

△2,985

〔△2,985〕

項　　　目 主　　要　　施　　策　　の　　概　　要
予　算　額

〔　　〕内は一般財源

△21,774

〔△21,774〕

△13,834

〔△13,834〕
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＜こども未来局＞

千円

１　待機児童ゼロの 民間保育園等整備　【拡充】　Ⓟ 669,210

　　継続 増加する保育需要に対応するため、民間保育園の整備や 〔5,410〕

幼稚園の認定こども園への移行支援等を実施 債務負担（367,000）

整備箇所　　　　　 13か所

総定員数（予定）　R8.4月：21,255人

　　　　　　　 　 →　R9.4月：21,676人（421人増）

子どもルーム整備　【拡充】　Ⓟ　 10,775

増加する学童保育の需要に対応するため、子どもルームの 〔5,525〕

整備を実施 債務負担（73,125）

施設整備：4か所（R9開所分）　受入枠：230人分

２　保育の質の向上 公立保育所主食提供　Ⓟ 145,700

各家庭より持参としている公立保育所の3歳以上児の主食について、 〔110,577〕

順次提供を開始

R7：48か所　→　R8：49か所（1か所増）

　　　　　　　　　　　※全公立保育所での導入完了

３　多様な保育需要 乳児等通園支援（こども誰でも通園制度）　【拡充】　Ⓟ 29,235

　　への対応 保育所などに通っていないこどもが、保護者の就労要件を問わず、 〔3,509〕

月一定時間まで利用できる「こども誰でも通園制度」の実施施設を 債務負担（3,468）

増設

R7：25施設　→　R8：31施設（6施設増）

項　　　目 主　　要　　施　　策　　の　　概　　要
予　算　額

〔　　〕内は一般財源
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千円

病児・病後児保育　【拡充】　Ⓟ 198,347

病児・病後児保育の受け皿確保のため、新規開設に係る費用を助成 〔77,845〕

するほか、安定的な運営を図るため、現行の委託料に、保育士加配 債務負担（8,000）

に係る経費を加算

施設数・定員　       R7：10か所　定員68人

　　　　　　　　　　　　　→　R8：11か所　定員76人

保育士加配加算（感染症対応加算）

　　　　　　　　　　　　1施設あたり130万円/年

公立保育所休日保育　　 16,670

休日保育の需要に対応するため、実施施設を増設 〔16,670〕

公立保育所　R7：1か所　→　R8：2か所 債務負担（22,000）

エンゼルヘルパー派遣　【拡充】　Ⓟ 17,472

在宅子育て家庭に対する育児・家事支援のニーズに対応するため、 〔17,472〕

支援内容を充実

従前

妊娠中から出産後1年未満の間、自宅で子を養育する場合に

家事や育児を支援

拡充後

①多胎かつ早産者の利用を出産予定日から1年未満に延長

②子が入院時の利用も可に変更

③外出支援を追加

予　算　額
〔　　〕内は一般財源

項　　　目 主　　要　　施　　策　　の　　概　　要
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４　要保護児童等の 新東部児童相談所等の整備　Ⓟ 172,000

　　支援の充実 新東部児童相談所、養護教育センター、こども発達相談室、 〔0〕

発達障害者支援センターなどの複合施設を整備

実施内容　　 　 基本設計・実施設計（令和7～8年度）

建設予定地　　 中央区末広3丁目用地

供用開始予定　令和11年度

施設入所児童意見表明等支援　【拡充】 8,867

施設入所児童の権利擁護のため、こどもの意見を把握し、関係 〔5,917〕

機関に対し意見の代弁などを行う支援体制を拡充 ※県との共同実施

対象施設

R7：一時保護所、児童養護施設

R8：児童自立支援施設、児童心理治療施設、ファミリーホーム

　　 を追加

児童福祉施設中学生加算　【拡充】 20,023

児童養護施設等における中学生受入れ時の職員体制の充実 〔20,023〕

のため、既存の措置費に市単独による加算を実施

加算内容　　中学生1人につき26,100円/月

項　　　目 主　　要　　施　　策　　の　　概　　要
予　算　額

〔　　〕内は一般財源
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５　こども・若者支援 若者施策の推進　【新規】　Ⓟ 8,200

若者へのきめ細やかな支援につなげるため、実態調査を行うととも 〔7,400〕

に、大学等と連携し、若者の居場所や交流機会を創出する取組を

モデル実施するほか、若者への発信力を強化するため、本市の

魅力や施策をPRする動画を若者の参画により制作

デジタル体験機会の提供　【新規】　Ⓟ　　 10,000

こども・若者のデジタル技術の理解や実践的なスキルを身につける 〔0〕

機会を提供するため、子ども交流館において、eスポーツ体験や

デジタル体験講座を開催

　

子ども・若者総合相談センター（Link）運営　【拡充】　Ⓟ 21,699

相談件数の増加、アウトリーチ・出張相談の充実のため、相談員を 〔21,699〕

増員 債務負担（46,159）

R7：4人　→　R8：5人（1人増）

◎見直しをする事業 保育料・子どもルーム利用料の口座振替済通知書の送付 0

保育料・利用料に係る前年度分の口座振替明細通知について、 〔0〕

口座振替対象者は、自身で引き落とし内容を確認できることから、 ※対前年度増減額

送付を廃止 △2,008

廃止時期　令和8年度（令和7年度口座振替分）から 〔△1,788〕

項　　　目 主　　要　　施　　策　　の　　概　　要
予　算　額

〔　　〕内は一般財源
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＜環境局＞

千円

１　地球温暖化対策 2050年脱炭素社会実現に向けた取組

温室効果ガス排出量実質ゼロの達成に向け、令和4年度に選定

された脱炭素先行地域事業の取組みを推進するとともに、市民や

事業者の意識の醸成や行動変容を促すための取組を実施

脱炭素先行地域事業の推進　Ⓟ 584,577

脱炭素先行地域事業計画に基づき、各種取組みを推進 〔121,151〕

計画期間　令和5年度～令和10年度（6年間）

公共施設の脱炭素化に向けた取組

　太陽光発電設備の設置等

　　　公共施設への設備設置

　　　フロート型設備の調査・設計

　　　蘇我最終処分場の調査

　清掃工場余剰電力の自己託送による活用

民間施設の脱炭素化に向けた取組　

　市遊休地への太陽光発電設備設置調査

　幕張メッセ照明LED化

＜市民（住まい・交通）に向けた取組＞

住宅用再エネ・省エネ設備等設置費助成　【拡充】　Ⓟ 77,200

脱炭素化や防災力強化を推進するため、再生可能エネルギー等 〔17,000〕

設備（太陽光発電システム、ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス、

エネファーム、定置用リチウムイオン蓄電システム、窓の断熱改修、

一般住宅用充給電設備（V2H））の導入費用の一部を助成

拡充内容

　定置用リチウムイオン蓄電システム　R7：440件 → R8：460件

　窓の断熱改修　　　　　　　　　　　　　  R7：  90件 → R8：100件

　太陽光発電システム　　　　　　　　　  R7：180件 → R8：200件

　　※助成実績を踏まえ、補助単価及び上限額を変更

　　　　単価　 　R7：1.5万円 　　　→　R8：1万円

　　　　上限額　R7：6万円（4kW） →　R8：4.5万円（4.5kW）

＜事業者に向けた取組＞

中小事業者向け省エネ設備設置費助成　【拡充】　Ⓟ 6,250

事業者の脱炭素経営を促進するため、助成件数を追加 〔6,250〕

R7:15件　→　R8:25件

項　　　目 主　　要　　施　　策　　の　　概　　要
予　算　額

〔　　〕内は一般財源
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２　廃棄物対策 ごみ削減普及啓発　 17,411

安定的なごみ処理体制を維持するとともに、脱炭素化を推進するた 〔0〕

め､市民や事業者に向け､ごみの減量・再資源化の普及啓発を実施

フードシェアリングサービス　【新規】

食品ロスの削減を図るため、市内飲食店等による賞味・消費

期限が近い食品の割引販売の情報共有サービスを導入

リユース食器利用促進　【新規】

プラスチックごみの削減を推進するため、市内イベントにおいて

リユース食器の貸出しを試行的に実施

リサイクル資源の回収促進　【拡充】　Ⓟ

廃棄物の再資源化及び適正処理を推進するため、拠点回収の

実施か所を追加

　小型家電製品　　　R7：29か所　→　R8：31か所（2か所増）

　　回収拠点

　　　本庁舎、区役所、市民センター、コミュニティセンター、

　　　公民館、新浜リサイクルセンター、環境事業所　など

　小型充電式電池　 R7：12か所　→　R8：31か所（19か所増）

　　　すべての小型家電製品回収拠点に回収ボックスを設置

　乾燥処理物　        R7： 1か所   →　R8： 2か所（1か所増）

　　回収拠点　イトーヨーカドー幕張店に加え、

　　　　 　　　　 市内商業施設1か所を追加

　廃食油　　　　　　　  R7：45か所  →　R8：48か所（3か所増）

　　回収拠点　環境事業所、各自治会指定の場所などに加え、

　　　　 　　　　 市内商業施設を追加（3か所→6か所）

路上喫煙等の防止　【拡充】 1,363

路上喫煙取締り地区（JR千葉駅東口）のエリア拡大に伴い、 〔1,363〕

路面標示を増設

対象地区　R7：富士見2丁目（一部）、中央1丁目（中央公園）

　　　　 →  R8：富士見地区を全域に拡大、

                本千葉町及び新千葉1丁目の一部を追加

項　　　目 主　　要　　施　　策　　の　　概　　要
予　算　額

〔　　〕内は一般財源
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合併処理浄化槽設置助成　【拡充】 990

公共下水道未整備地域に合併浄化槽を普及させるため、配管工事費 〔540〕

の実勢価格に合わせ、補助を上乗せ

対象経費　　 合併浄化槽への転換に係る配管工事費

補助上限額　R7：15万円/基　→　R8：33万円/基

プラスチック分別収集・再資源化　Ⓟ 7,300

令和9年12月からの家庭系プラスチック資源の分別収集開始に向けた 〔0〕

周知啓発を実施

分別対象　容器包装プラスチック、製品プラスチック

排出方法　専用の新指定袋（30ℓ又は15ℓ）により、地域で

　　　　　　　決められたごみステーションへ排出

収集日　　 週１回

高齢者等ごみ出し支援の充実強化　【新規】　Ⓟ　（再掲） 2,228

ごみステーションへの排出が困難な高齢者等に対する 〔0〕

支援を実施

実施内容

専用ストッカーの設置による日中ごみ排出支援

設置場所　市内10か所

許可業者による有料戸別収集のモデル実施

対象世帯　10世帯

項　　　目 主　　要　　施　　策　　の　　概　　要
予　算　額

〔　　〕内は一般財源

債務負担（128,000）
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３　廃棄物施設整備 新港清掃工場のリニューアル整備　Ⓟ 1,099,100

老朽化した新港清掃工場のリニューアル整備を実施 〔50〕

実施内容　 リニューアル整備実施設計、 債務負担(203,000)

　　　　　　  既存プラント設備の解体工事

供用開始　令和13年度（予定）

次期リサイクル施設の整備　Ⓟ 23,000

現施設（新浜リサイクルセンター）の後継施設整備に向けＰＦＩ等導入 〔19,334〕

可能性調査及び現処理棟劣化度診断を実施

次期最終処分場の整備　Ⓟ 62,000

現施設（新内陸最終処分場）の後継施設整備に向け用地測量等 〔62,000〕

を実施

４　自然保護対策 谷津田の森林整備　【拡充】　Ⓟ 10,000

谷津田の森林機能の向上を図るため、森林環境譲与税を活用し、 〔0〕

枯損木処理に加えて、間伐や植樹等を実施

項　　　目 主　　要　　施　　策　　の　　概　　要
予　算　額

〔　　〕内は一般財源
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５　有害鳥獣対策 有害鳥獣対策の推進　【拡充】　Ⓟ 15,311

有害鳥獣による生活被害を抑制するため、イノシシ捕獲用わなを増設 〔14,377〕

する等、捕獲体制を強化

捕獲わな設置数　R7:52基　→　R8:57基（5基増）

◎見直しをする事業 指定施設転地療養費助成 0

公害健康被害の被認定者の宿泊療養に係る経費の助成について、 〔0〕

利用者が少ないため、令和7年度末で助成制度を廃止 ※対前年度増減額

地域環境保全自主活動事業費助成 0

地域に根ざした環境保全活動を行う団体に対する補助について、 〔0〕

近年の利用実績がないため、令和7年度末で助成制度を廃止 ※対前年度増減額

上水道給水装置設置等資金融資 0

事業開始以降の利用実績がないため、令和7年度末で融資利子助成 〔0〕

制度を廃止 ※対前年度増減額

項　　　目 主　　要　　施　　策　　の　　概　　要
予　算　額

〔　　〕内は一般財源

△256

〔△64〕

△700

〔0〕

△2,303

〔0〕
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生ごみ肥料化容器購入費助成 0

生ごみの肥料としての利用ニーズが低調であるため、令和7年度末で 〔0〕

助成制度を廃止 ※対前年度増減額

事業用生ごみ処理機購入費等助成 0

事業者からの支援ニーズが見込まれず、利用実績も少ないため、 〔0〕

令和7年度末で助成制度を廃止 ※対前年度増減額

市有施設電力調達

市有施設の脱炭素化を推進するとともに、電気料金を節減するため、 ※対前年度増減額

令和８年４月から清掃工場で発電された余剰電力の自己託送や

再エネ電力への切替えを実施 〔△192,676〕

△805

〔0〕

△1,500

〔△1,500〕

△594,432

項　　　目 主　　要　　施　　策　　の　　概　　要
予　算　額

〔　　〕内は一般財源
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＜経済農政局＞

 千円

１　中小企業支援 創業支援の強化

アクセラレーションプログラム　【拡充】　Ⓟ 16,000

過去に同プログラムを活用したスタートアップ企業の更なる成長 〔16,000〕

を促進するため、フォローアップ支援を実施

支援内容　上場・海外展開、事業拡大、ビジネスマッチング

　　　　　　   などのコンサルティングを提供

女性向け特定創業者研修　【拡充】　Ⓟ 2,600

起業意欲の高い女性を支援するため、起業に向けた実践的 〔650〕

な研修を実施

開催回数　 R7：年1回（定員20人）

　　　　  →  R8：年2回（定員20人×2回）

創業支援補助金 5,300

新たな創業ニーズに対応するため、第三者承継（M&A）による創業 〔5,300〕

を支援対象に追加

第三者承継（M&A）による創業の支援　【拡充】　Ⓟ

対象経費　第三者承継（M&A）での創業に要する経費

　　　　　　　（マッチングプラットフォーム登録手数料、

　　　　　　　　仲介手数料、企業調査費用　等）

補助率　　 1/2

上限額　　 30万円

会社設立による創業の支援

対象経費　R7：創業時に必要な申請書作成に係る経費、

　　　　　　　　　  事業開始に要する経費

　　　　　　　　　　（工事費、設備費、広報費　ほか）

　　　　  → R8：創業時の法定経費

　　　　　　　　　  （登録免許税、定款認証手数料）

補助率　　 R7：1/2       →　R8：10/10

上限額　　 R7：30万円　→　R8：12.5万円

項　　　目 主　　要　　施　　策　　の　　概　　要
予　算　額

〔　　〕内は一般財源
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起業家海外展開実践研修　【900年記念】　Ⓟ　（再掲） 35,000

市内企業の成長や、海外展開の実現を支援するため、海外 〔20,250〕

での研修プログラムを実施

対象者　　 海外展開を検討している市内企業

実施内容　シリコンバレーでの企業視察、フィールドワーク　等

２　雇用対策 25,000

　（再掲） 〔0〕

将来の産業人材を育成するため、海外及び国内で起業家精神

教育プログラムを実施

対象者　   市内在住の高校2・3年生

実施内容　ヒューストンでの起業家育成プログラム参加 等

資格取得支援　【拡充】　Ⓟ　 6,500

資格取得者の採用が困難な業種の人材確保や事業継続を支援 〔6,500〕

するため、従業員等の資格取得に要する経費の一部を助成

対象者　　  ①資格を取得し、市内企業に就職した者

         　   　②従業員の資格取得費用を負担した市内事業者

対象経費　資格取得に要する経費（テキスト代、受験費用　等）

拡充内容　

　　対象資格の追加　R7:30資格　→　R8：33資格（3資格増）

　　　 運輸業関連資格（けん引自動車第一種運転免許）

　　　 建設業関連資格（大型特殊自動車第一種免許）

　　　 製造業関連資格（はい作業主任者技能講習）

補助率　　 1/2

上限額　　 15万円

項　　　目 主　　要　　施　　策　　の　　概　　要
予　算　額

〔　　〕内は一般財源

アントレプレナーシップ教育高校生海外・国内派遣　【900年記念】　Ⓟ
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３　産業振興 商業者の販売力向上支援　【拡充】　Ⓟ 600

地域商業の維持を図るため、販売力向上に資するソフト面の整備に 〔600〕

係る経費の一部を助成

対象者　　　商店街振興組合、商店街協同組合、任意の商業団体

対象経費　 PR動画制作費用やECサイト構築費用など、地域商業

　　　　　　　 の環境変化に対応するためのソフト整備に要する経費

補助率　　　新規整備・導入：2/3、改修1/2

上限額　　　30万円

若者参画による観光プラン造成　【新規】　Ⓟ 1,000

若者世代の市内誘客を図るため、若者が主体となり市の魅力を 〔1,000〕

発見し、体験型観光プランの企画・造成を実施

3,000

　（再掲） 〔3,000〕

本市特有の地域資源の情報を発信するため、令和8年5月発行

予定の「地球の歩き方 千葉市」を活用したプロモーションを実施

実施内容

都市アイデンティティ関連施設をめぐる周遊企画

地球の歩き方編集部による市内小中学校での特別授業

75,000

海辺のにぎわいの創出と地域経済の活性化を図るため、 〔75,000〕

千葉開府900年を記念した特別プログラムを実施

総事業費　310,713千円

うち、協賛金収入等　235,713千円

うち　市負担金        　75,000千円

項　　　目 主　　要　　施　　策　　の　　概　　要
予　算　額

〔　　〕内は一般財源

「地球の歩き方」発行を契機とした市内周遊の促進　【新規・900年記念】

市民花火大会　【拡充・900年記念】　（再掲）
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４　農林業振興 耕作放棄地の再生促進　【拡充】　Ⓟ

農業の担い手や法人による耕作放棄地の再生・復元を促進するため、

各種支援を実施

未来の千葉市農業創造（農業法人等参入促進タイプ、生産分野と 80,825

連携した流通・販売力向上タイプ） 〔80,825〕

新たに参入する農業法人等の施設機械整備費助成に加え、

耕作放棄地を活用する場合の整備費用を助成

対象経費　耕作放棄地整備に係る経費

補助率　　 3/4

上限額　　 16.5万円/10ａ

耕作放棄地整備費助成 3,140

農業者又は農業者等の組織する団体の耕作放棄地整備費助成 〔3,140〕

について、上限額を引き上げ

対象経費　耕作放棄地整備に係る経費

補助率　　 3/4

上限額　　 Ｒ7：10.5万円/10ａ　→　Ｒ8：16.5万円/10ａ

農福連携の推進　【新規】　Ⓟ　（再掲） 600

障害者の農業分野での活躍を通じた社会参画を実現するため、 〔600〕

農福連携の取組みに対する奨励金制度を新設

市内農業者に対する奨励金

奨励額　1日あたり3,000円（上限額　9万円）

（保健福祉局所管） 市内障害者施設に対する奨励金

奨励額　1人あたり3,000円（上限額　3万円）

食のブランド化の推進　【拡充】　Ⓟ 40,000

本市産品の高付加価値化及び競争力強化を図るため、食のブランド 〔40,000〕

「千」の認定制度を運用するとともに､認定品の認知度向上､販売拡大

に係る取組みを実施

実施内容

　認定制度の運用、首都圏での販売会及び常設店での販促活動、

　食品流通業の商談展示会への出展、カタログギフト掲載品目の

　追加、プロモーション事業支援補助、6次産業化補助               

主　　要　　施　　策　　の　　概　　要
予　算　額

〔　　〕内は一般財源
項　　　目
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スマート農業技術等の活用に向けた農業者への支援　【拡充】　Ⓟ 210

スマート農業技術の活用を促進するため、各種支援を実施 〔210〕

スマート農業体験会の開催

スマート農業機器の操作体験ができる体験会を開催（年1回）

スマート農業機器貸出しの充実

貸出機器    R7：環境モニタリングシステム（12台）

　　　　　　→R8：アシストスーツ（1台）を追加

有害鳥獣対策の推進　【拡充】　Ⓟ 32,104

農作物被害の防止を図るため、引き続き中型獣・イノシシの集中捕獲 〔23,242〕

を実施するとともに、猟友会による捕獲実践研修を開催

捕獲わな設置数　R7:550基　→　R8:701基（151基増）

（環境局所管） 有害鳥獣対策の推進　【拡充】　Ⓟ　（再掲） 15,311

有害鳥獣による生活被害を抑制するため、イノシシ捕獲用わなを増設 〔14,377〕

する等、捕獲体制を強化

捕獲わな設置数　R7:52基　→　R8:57基（5基増）

森林整備流域連携　【新規】 6,583

倒木被害の未然防止や水源涵養機能を向上させるため、佐倉市・ 〔0〕

四街道市と連携し、鹿島川流域周辺の森林整備を実施 債務負担（144,888）

項　　　目 主　　要　　施　　策　　の　　概　　要
予　算　額

〔　　〕内は一般財源
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竹粉砕機購入費助成　【拡充】　Ⓟ 750

地域森林を適正に保全管理するため、放置竹林対策に取り組む 〔0〕

活動団体に対する支援を実施

対象経費　活動団体による竹粉砕機の購入費用

補助率　　　1/2

上限額　　  75万円

◎見直しをする事業 企業立地促進補助　Ⓟ 2,042,078

過去の立地企業の税収効果や雇用効果、他市類似支援の内容を 〔2,042,078〕

踏まえ、令和8年度より企業立地促進補助制度を見直し ※対前年度増減額

助成件数　 173社

所有型　　  69社（新規 19社、継続 50社）

賃借型　　  99社（新規 21社、継続 78社）

農業法人      5社（新規  1社、継続   4社）

主な見直し内容

所有型　

固定資産税・都市計画税に対する補助期間を短縮

土地・建物・構築物を含まない市内企業の追加投資を補助

対象から除外

賃借型

法人市民税に対する補助期間を短縮

各種補助メニューの補助率を引下げ

広域連携企業間マッチングイベント 0

周辺市と共同で実施する立地企業同士のビジネスマッチングを促進 〔0〕

するイベントについて、民間の類似事業での代替が可能であるため、 ※対前年度増減額

令和7年度末で終了

運送業就労支援 898

市が開催する就転職希望者向け就職マッチング会をより効果的な 〔898〕

事業とするため、令和8年度よりトラック協会及びハローワークとの ※対前年度増減額

共催で実施

実施内容　企業説明会・面接会（ハローワークが提供）

               運転体験会（市が提供）

△116,036

〔△116,036〕

〔△953〕

〔△615〕

△615

△953

項　　　目 主　　要　　施　　策　　の　　概　　要
予　算　額

〔　　〕内は一般財源
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＜都市局＞

千円

１　地域資源を活用 河川（都川、花見川、鹿島川）を活用したまちづくりの推進　Ⓟ 49,800

　　したまちづくり 河川（都川、花見川、鹿島川）を活用し、地域の新たな賑わいや 〔24,800〕

活力の創出につなげていくため、河川空間とまちなかの公園など

の地域資源を一体的に活用する社会実験などを実施

２　都心・副都心の 千葉駅周辺の活性化推進

　　整備等 中央公園・通町公園の連結強化　Ⓟ 419,400

東・中区域　 インフラ設備移設　ほか 〔6,900〕

　　　　　　　　　　供用開始：R8.6月（予定）

西区域　      用地取得3件　ほか

千葉駅周辺の活性化グランドデザインの改定　Ⓟ 117,000

中央公園プロムナードまちづくりビジョン等の策定　Ⓟ 〔95,000〕

各種計画を改定・策定するとともに、社会実験等を通じ、

中央公園プロムナードの再編を推進

    千葉駅周辺市街地再開発千葉駅周辺市街地再開発

千葉駅東エリア（西銀座周辺）の再開発　Ⓟ 23,000

再開発事業検討支援 〔13,000〕

富士見14号線道路整備

予算額
〔　　〕内は一般財源

項　　　目 主　　要　　施　　策　　の　　概　　要

債務負担（8,000）
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千円

千葉駅周辺における官民連携まちづくり

ウォーカブル推進　Ⓟ　【２月補正対応】 37,600

千葉駅周辺の活性化グランドデザインに位置付けた 〔1,100〕

居心地がよく歩きたくなるまちなかの形成を目指し、

各路線のひと中心の空間創出に向けた取組みを実施

　千葉公園通り

　　 道路改修工事

ＪＲ蘇我駅東口駅前地区のまちづくり　Ⓟ 5,600

再開発事業検討支援 〔5,600〕

ＪＲ稲毛駅東口周辺のまちづくり　Ⓟ 70,000

駅前広場等詳細設計 〔15,500〕

３　都市基盤の整備 東幕張土地区画整理 　Ⓟ 974,439

建物移転補償、道路整備、下水道整備 〔38,689〕

寒川第一土地区画整理　Ⓟ　【２月補正対応】 630,270

建物移転補償、道路整備、下水道整備 〔38,270〕

検見川・稲毛地区土地区画整理　Ⓟ 967,325

建物移転補償、道路整備、下水道整備 〔132,425〕

項　　　目 主　　要　　施　　策　　の　　概　　要
予算額

〔　　〕内は一般財源
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４　交通施策の充実 地域公共交通支援　【拡充】　Ⓟ 19,260

路線バス等の運転手不足への対策として、人材確保に係る支援 〔19,260〕

制度を充実

運転手養成支援

路線バス・タクシー事業者に対し、引き続き、2種免許取得

に係る経費を助成

　運転手1人あたり支援額(上限)　バス：30万円　タクシー：5万円

システム導入支援

路線バス事業者に対し、新たに、パートタイム運転手等確保

に係る勤務管理システム導入経費を助成

　支援率：1/2　　支援金額：上限150万円/者

求人支援

路線バス事業者に対し、人材紹介企業からの紹介により、

市内路線バス運転手として従事する者を雇用した場合に、

紹介に係る経費を助成

　支援率：1/2　　支援金額：上限50万円/人

生活交通バス路線維持支援　Ⓟ 150,000

生活交通として必要なバス路線を維持するため、バス事業者に対し、 〔150,000〕

引き続き、運行に係る経費の一部を助成

対象路線　運送収入等では維持・確保が困難な路線のうち、

　　　　　　　代替交通手段の有無､運行回数､輸送量等から、

　　　　　　　支援対象路線を選定

補助額　　 経常費用(運行経費等)に対する経常収入

　　　　　　　(運賃収入等)の欠損分を助成（補助率：10/10）

項　　　目 主　　要　　施　　策　　の　　概　　要
予算額

〔　　〕内は一般財源
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新たな地域公共交通導入に向けた取組み　Ⓟ 22,500

地域公共交通計画における公共交通不便地域において、 〔22,500〕

地域特性などを考慮した地域主体によるデマンド型交通の

取組みを推進

社会実験　3地区（緑区大椎台・大木戸台地区

　　　　　　　　　　　　下大和田町・上大和田町地区、平山町地区）

本格運行　緑区高津戸町地区（R8.1月から）

５　住環境・生活基盤 花見川団地を拠点とした地域生活圏の活性化　Ⓟ 5,800

　　の充実 花見川団地を拠点とした地域生活圏の活性化のため、UR都市 〔5,800〕

機構及び民間事業者等と連携し、地域活性化拠点の運営など

を実施

団地活性化モデル　【新規】　Ⓟ 1,800

高経年住宅団地における若年層の流入促進のため、民間事業者 〔990〕

や専門家と連携したモデル事業を実施

実施内容　　団地内ワークショップ、イベントの開催

空き家等対策総合支援補助　【新規】　Ⓟ 900

自治組織等に対し、空家等の発生予防、利活用、適正管理 〔900〕

に係る経費を助成

項　　　目 主　　要　　施　　策　　の　　概　　要
予算額

〔　　〕内は一般財源
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被災建築物応急危険度判定支援システム整備　【新規】 18,700

大規模地震発生時における応急危険度判定の迅速化を図るため、 〔350〕

支援システムを整備

建築関連総合窓口　【拡充】 5,271

建築関連総合窓口における建築計画概要書の閲覧について、 〔948〕

インターネット上で対応可能となるよう、システム機能を追加

開発許可情報等のデジタル化　【拡充】 2,310

開発許可情報等の閲覧について、インターネット上で対応可能 〔155〕

となるよう、データを整備

６　公共施設の老朽化 市有建築物の計画的保全 5,450,863

　　対応 老朽化により更新時期を迎える施設について大規模改修を実施 〔23,863〕

するほか、予防保全としての改修や修繕を実施

大規模改修工事

総合保健医療センター、美術館　など

空調改修工事

ハーモニープラザ、緑保健福祉センター　など

項　　　目 主　　要　　施　　策　　の　　概　　要
予算額

〔　　〕内は一般財源

－　42　－



千円

７　公園・緑地の整備 千葉公園の再整備　Ⓟ　　 214,814

千葉公園の魅力向上や周辺地域の活性化を図るため、 〔16,710〕

「人が集まり　まちを育てる　都心のオアシス」実現に向けた

整備を推進

やすらぎゾーン施設整備、遊び・水辺ゾーン基本設計　等

幕張海浜公園活性化施設の整備 220,000

幕張海浜公園のにぎわい創出等のため、民間活力導入による 〔0〕

整備を推進

内容　建設負担金（既存施設の撤去費等を負担）

活性化事業エリア　Bブロック(にぎわいの広場及びその周辺)

供用開始　令和９年夏頃（予定）

身近な公園の整備　Ⓟ 6,000

（仮称）東幕張2号公園　基本設計 〔6,000〕

　　　　　　　　　　　　　　　供用開始　令和11年度（予定）

公園トイレの快適化　Ⓟ　【２月補正対応】 112,000

だれもが使いやすく快適に利用できるよう、公園トイレ快適化計画に 〔0〕

基づき、身近な公園トイレの更新・改修等を実施

便器洋式化　10公園各1か所

トイレ内外装の改修　5公園各1か所

トイレ建替え

　実施設計　2公園各1か所

　建替工事　2公園各1か所

トイレ照明LED化、手洗自動水洗化

項　　　目 主　　要　　施　　策　　の　　概　　要
予算額

〔　　〕内は一般財源
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身近な公園のエリアリノベーション　Ⓟ 7,920

地域のニーズを満たしつつ、公園整備費や維持管理費の抑制を図る 〔960〕

ため、一定のエリア内にある公園の再編をモデル地区において実施

実施内容　モデル地区（1地区）における公園再編実施設計

動物公園の環境負荷低減の推進 211,250

動物公園の環境負荷低減のため、剪定枝等を破砕した木質チップ 〔640〕

を燃料としたバイオマスボイラーを導入

バイオマスボイラー設計・施工（R6～8）

動物公園リスタート構想の推進　Ⓟ 1,065,000

リスタート構想に基づき、再整備等を実施 〔40,000〕

湿原ゾーン整備工事、森林ゾーン基本設計

大池整備工事　等

２０２７年国際園芸博覧会出展 83,662

オオガハスの魅力を発信するため、令和9年3月より横浜市で 〔0〕

開催される「２０２７年国際園芸博覧会」に、オオガハスをテーマ

として出展

債務負担（36,338）

項　　　目 主　　要　　施　　策　　の　　概　　要
予算額

〔　　〕内は一般財源
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＜建設局＞

千円

１　道路・街路の整備 道路ネットワークの形成

    道路整備　Ⓟ　【２月補正対応】 2,456,300

   生実本納線、土気町17号線　ほか 〔82,000〕

    街路整備　Ⓟ　【２月補正対応】 2,983,000

   塩田町誉田町線、磯辺茂呂町線(園生町地区）、村田町線 〔334,350〕

   誉田駅前線、幕張本郷松波線　ほか

   （仮称）検見川・真砂スマートＩＣ整備　Ⓟ 173,000

   東関東自動車道に接続する東京方面への新たなインターチェンジ 〔8,000〕

   を整備

　 　工事（東京方面入り口）

    新湾岸道路の検討　Ⓟ　 18,000

   千葉県湾岸地域の交通容量不足の解消を図る抜本的な対策と 〔18,000〕

   なる新湾岸道路の検討

　

    産業用地周辺道路整備　Ⓟ　 532,300

   ネクストコア千葉誉田の整備に伴い、高田インターチェンジを 〔5,300〕

   フルインター化

電線共同溝整備 　Ⓟ　【２月補正対応】 214,000

本体工事等　椿森24号線ほか　 〔850〕

橋りょう整備

橋りょう耐震補強　Ⓟ　【２月補正対応】 419,000

工事　鉄砲塚跨線橋ほか 〔600〕

橋りょう補修　【２月補正対応】 536,000

工事　宮崎歩道橋ほか 〔1,750〕

橋りょう架替　Ⓟ 272,100

亥鼻橋　橋りょう下部工 〔8,598〕

道路の防草対策　Ⓟ 340,000

増加している草刈要望に対応するため、草刈箇所の一部を 〔0〕

コンクリート等で覆い、面積を減らす取り組みを推進

主　　要　　施　　策　　の　　概　　要項　　　目
予　算　額

〔　　〕内は一般財源
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２　交通安全施設整備 歩道の整備　Ⓟ 338,500

千葉川上八街線（金親町地区）、千葉大網線（土気駅北口） 〔38,050〕

穴川天戸線、畑町96号線、仁戸名町平山町線　ほか

交差点改良　Ⓟ 134,000

横戸町78号線（柏井小学校前交差点） 〔32,000〕

浜野町大金沢町線（のぞみ橋交差部交差点）　ほか

通学路安全対策　Ⓟ　　 80,000

学校・警察・道路管理者合同点検結果に応じた対策工事 〔2,500〕

バス停ベンチ設置　Ⓟ 20,000

バス待ち環境や道路利用者の利便性の向上、高齢者などの外出を 〔0〕

支援するため、バス停にベンチを設置

自転車走行環境の整備　Ⓟ　【２月補正対応】 146,000

自転車の利用促進を図るため、自転車が安全で快適に車道通行 〔43,950〕

できるよう自転車走行環境を整備

中瀬幕張町線、磯辺真砂線　ほか

３　放置自転車対策 自転車駐車場整備　Ⓟ 234,000

監視カメラ導入　　　　　　　　　　 都賀駅ほか 〔4,000〕

電磁ロック式自転車ラック新設　東千葉駅

バイクロック新設　　　　　　　　　 東千葉駅

立体駐車場整備　　　　　　　　　 幕張駅

４　浸水・冠水対策 河川整備　Ⓟ　【２月補正対応】 514,800

二級河川支川都川　河道築造工事　等 〔20,800〕

項　　　目 主　　要　　施　　策　　の　　概　　要
予　算　額

〔　　〕内は一般財源
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排水施設・都市下水路整備　Ⓟ 489,500

管渠工事　L=150m 〔62,214〕

都市下水路の長寿命化　L=50m　等

雨水貯留槽設置　Ⓟ 727,000

周辺地域の浸水被害を軽減するため、雨水貯留槽を新設 〔0〕

弁天雨水貯留槽

設置場所：千葉公園

スケジュール：R4～8　工事　

公共下水道管渠布設（雨水）　Ⓟ 1,122,700

雨水対策重点地区の浸水対策を強化するとともに、浸水被害 〔0〕

発生箇所への雨水管布設等を実施

重点地区　みつわ台、都賀の台 ほか

一般地区　村田町、幸町、千城台東 ほか

５　下水道事業の推進 公共下水道管渠布設（汚水）　Ⓟ 276,390

今井町、村田町、大日町、東寺山町　ほか 〔0〕

普及率　R8末(見込） 97.5％

下水道管渠の改築・耐震化　Ⓟ　【２月補正対応】 3,420,700

更新工事　　　 L=8.7㎞ 〔0〕

耐震化工事　　L=3.0km

マンホール浮上防止対策　Ⓟ　【２月補正対応】 275,000

大規模地震発生時に､マンホール浮上による交通支障等を防ぐため､ 〔0〕

液状化地区における重要な幹線等のマンホール浮上防止対策を

実施

浮上防止対策　300か所

ポンプ場・処理場の建設・改築等　Ⓟ　【２月補正対応】 4,755,894

中央・南部浄化センター　機械・電気設備改築　ほか老朽化対策等 〔0〕

中央・南部浄化センター　下水汚泥固形燃料化施設　設計・工事

中央・南部浄化センター　耐水化工事・耐震化工事

ポンプ場　機械・電気設備改築　ほか老朽化対策等

ポンプ場　耐震化工事

主　　要　　施　　策　　の　　概　　要
予　算　額

〔　　〕内は一般財源
項　　　目
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６　急傾斜地崩壊対策 急傾斜地崩壊対策　Ⓟ 387,000

工事　大巌寺町、園生町、天台、北谷津町、大金沢町 〔600〕

設計　登戸

◎見直しをする事業 下水道管路施設の包括的民間委託 445,500

令和5年から導入している包括的民間委託について、対象区域を 〔5,500〕

拡大し、市民サービスの向上を図るとともに、管理コストを縮減 ※対前年度増減額

対象区域　R7：美浜区の一部（734ha） ―

対象区域　R8：美浜区全域（2,120ha） 〔―〕

　　　　　　※管路内調査・点検等は市内一円に拡大

項　　　目 主　　要　　施　　策　　の　　概　　要
予　算　額

〔　　〕内は一般財源

－　48　－



＜消防局＞

千円

１　消防庁舎整備 消防出張所の整備 469,475

老朽化に伴い出張所の建替工事を実施 〔32,475〕

花見川消防署畑出張所　R6～R8：工事  R9:供用開始（予定）

若葉消防署都賀出張所　R8：基本設計　R13：供用開始（予定）

２　消防団活動の充実 消防団資器材等の充実強化 93,000

消防団の装備増強のため、各種資器材等を計画的に配備・更新する 〔0〕

ほか、拠点強化のため、消防団器具置場を建替

小型動力ポンプ付積載車更新　2台

消防団器具置場建替

工事：祐光（2分団2部）　　設計：原（9分団2部）

３　防災・減災対策 スクラップヤード火災等における消火戦術の構築　Ⓟ 4,450

スクラップヤード火災等の早期終息のため、泡水溶液消火剤を配備 〔4,450〕

ちば消防共同指令センター指令システム更新 600,355

指令センターの安定稼働を図るため、老朽化した指令システム 〔574〕

を更新

システム更新  　令和6～8年度

運用開始予定　令和8年4月

消防艇の更新　Ⓟ 10,000

老朽化した消防艇まつかぜについて、効率的な運用と機動性 〔0〕

を重視した小型船舶に更新

現行：100ｔ級　→　更新後：20ｔ未満

R8：設計　　R11：運用開始（予定）

◎見直しをする事業 消防艇の維持管理 21,437

消防艇更新までの間、船底に付着した貝や海藻の除去等の上架 〔21,437〕

塗装及び点検整備を必要最小限の範囲で実施することとし、経費 ※対前年度増減額

を節減 △19,567

〔△19,567〕

項　　　目 主　　要　　施　　策　　の　　概　　要
予　算　額

〔　　〕内は一般財源
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＜水道局＞

千円

水道管路の耐震化 　Ⓟ　【２月補正対応】 596,156

更新工事　越智町、土気町 〔125,668〕

＜病院局＞

千円

（仮称）幕張海浜病院の整備　Ⓟ 6,624,078

海浜病院に代わる新病院の開院準備などを実施 〔277,107〕

開院予定　令和8年10月

新設診療科(予定）

呼吸器外科、膠原病・リウマチ内科、歯科口腔外科

項　　　目
予　算　額

〔　　〕内は一般財源

項　　　目 主　　要　　施　　策　　の　　概　　要
予　算　額

〔　　〕内は一般財源

主　　要　　施　　策　　の　　概　　要

債務負担(201,700）
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＜教育委員会＞

千円

１　教育環境の整備 学校施設の環境整備　【２月補正対応】 3,740,000

学校施設の計画保全及び機能改善を実施 〔32,934〕

大規模改造　   工事　 小学校2校、中学校5校

   　　　　　　　　 設計　中学校1校

外部改修  　　  工事　小学校2校、中学校7校

　　　　　　　　　　設計　小学校2校

体育館冷暖房設備整備　Ⓟ　【２月補正対応】 2,860,000

教育環境の整備・防災機能強化のため､体育館に冷暖房設備を整備 〔2,000〕

R8設置完了分

　工事：中学校25校、高等学校1校、特別支援学校3校

R9設置完了分

　設計：小学校54校　　工事：小学校24校

R10・11設置完了分

　設計：小学校54校

エレベータ設置　【２月補正対応】 830,000

円滑な移動等に配慮が必要な児童・生徒等のため、校舎に 〔6,600〕

エレベータを設置

工事　小学校4校、中学校3校

設計　小学校2校、中学校2校

２　学校教育等の充実 ＧＩＧＡスクール構想端末の更新 1,223,669

ＧＩＧＡスクール構想に基づき令和3年度に導入した1人1台端末を 〔1,223,669〕

現行に比べ活用しやすいソフトウェアを備えた軽量な端末に更新

更新時期　令和8年4月（予定）

項　　　目 主　　要　　施　　策　　の　　概　　要
予　算　額

〔　　〕内は一般財源

債務負担（259,000）
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小学校における専科指導のための非常勤講師の配置　【拡充】　Ⓟ 471,176

専門性の高い指導を実施するとともに、学級担任が児童と向き合う 〔336,636〕

時間を確保するため、専科非常勤講師を増員

対象教科　音楽、図工、家庭、体育、外国語

配置人数　R7：131人　→　R8：136人（5人増）

教頭マネジメント・サポーターの配置　【拡充】 12,509

教頭の業務補助、保護者や外部との連絡調整など、学校のマネジ 〔8,597〕

メントに係る業務を専門的に支援する人材を配置

配置校　R7：4校　→　R8：6校（2校増）

小学校の水泳学習における民間スイミングスクール活用 36,433

児童の泳力向上、教職員の負担軽減などのため、民間スイミング 〔36,433〕

スクールを活用した水泳学習を実施

スイミングスクールにおける水泳学習 R7:15校→R8:16校（1校追加）

部活動指導体制の充実　Ⓟ 21,229

部活動の充実、教職員の負担軽減のため、部活動指導員を 〔15,139〕

増員

R7：50人　→　R8：60人（10人増）

項　　　目 主　　要　　施　　策　　の　　概　　要
予　算　額

〔　　〕内は一般財源
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地域クラブ活動推進　Ⓟ 76,087

部活動における教職員の負担軽減、生徒の活動機会確保のため、 〔28,462〕

段階的に休日の部活動指導を地域のクラブ・団体等に移行

実証事業参加部活動数　　151部活

R8より、受益者負担として1,000円/月の会費徴収をモデル実施

アフタースクール運営　【拡充】　Ⓟ 2,101,759

児童の放課後における安全・安心な居場所と多様な体験・活動 〔852,794〕

の機会を提供するため、原則全校導入を目指し、導入校を拡大

導入済校　R7：54校　→　R8：64校（10校増）

開設準備　10校（R9導入校）

放課後子ども教室運営の民間委託　【拡充】　Ⓟ 27,200

アフタースクール導入が当面困難な学校について、放課後子ども 〔18,134〕

教室の安定的、継続的な活動機会を確保するため、民間事業者

による企画運営を実施

実施校　R7：3校　→　R8：4校（1校増）

内容　　週1回のプログラムの提供

外国にルーツを持つ児童生徒への支援体制充実　【拡充】　Ⓟ　 80,556

外国にルーツを持つ児童生徒の増に対応するため、外国人児童 〔53,390〕

生徒指導協力員を増員

R7：16人 → R8：18人（2人増）

主　　要　　施　　策　　の　　概　　要
予　算　額

〔　　〕内は一般財源

債務負担（21,500）

債務負担（4,824,000）

項　　　目
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学びの多様化学校等整備　【新規】　Ⓟ 130,000

旧高洲第二中学校跡施設を活用し、学びの多様化学校、 〔28,000〕

教育センターの複合施設を整備

校舎等大規模改造基本設計、既存施設解体工事

ステップルームティーチャー活用　【拡充】　Ⓟ 61,451

様々な要因で教室に入ることができず、別室に登校する児童生徒 〔43,198〕

へ継続的な学習支援等を行うため、専任の支援員を増員

R7：13人　→　R8：14人（1人増）

スクールソーシャルワーカー活用　【拡充】　Ⓟ 62,583

不登校や家庭環境等の問題を抱える児童生徒の置かれた環境 〔42,009〕

への働きかけや、関係機関とのネットワーク構築のため、スクール

ソーシャルワーカーの配置体制を拡充

R7:13人　→　R8:14人（1人増）

ライトポート機能強化　【拡充】　Ⓟ 155,097

不登校児童生徒への支援の充実のため、ライトポートの教室数 〔110,238〕

及び指導員の配置体制を拡充

小学部（全6か所）　R7：6教室　→　R8：7教室

中学部（全6か所）　R7：6教室　→　R8：7教室

指導員　R7：36人　→　R8：37人

フリースクール等民間施設利用料助成　【新規】　Ⓟ 14,500

経済的負担を軽減し、フリースクールの活用を促すことで、不登校 〔0〕

児童生徒の教育機会を確保するため、バウチャーにより、利用料を

助成

バウチャー助成（上限）　1万円/月

開始時期　令和8年10月

項　　　目 主　　要　　施　　策　　の　　概　　要
予　算　額

〔　　〕内は一般財源
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養護教育センター心理判定員の配置　Ⓟ 13,019

発達に係る知能検査、結果分析業務等の増に対応するため、 〔12,958〕

心理判定員を増員

R7：3人　→　R8：4人（1人増）

特別支援教育指導員の配置　Ⓟ 60,785

発達障害がある児童生徒に対し、学校内での支援を充実させる 〔60,785〕

ため、特別支援教育指導員の配置体制を拡充

R7：47人　→　R8：50人（3人増）

３　生涯学習の推進 千城台公民館・若葉図書館再整備　Ⓟ　　 175,000

老朽化に伴い千城台公民館及び若葉図書館を複合施設として 〔21,000〕

移転により再整備

実施内容　   建築工事（R8～R11）

整備予定地　千城台南小学校跡地

供用開始　　 令和11年度中（予定）

35,800

　（再掲） 〔17,800〕

老朽化に伴い土気公民館、土気市民センター及び土気いきいき 債務負担（69,000）

センターを複合施設として再整備

実施内容　   基本・実施設計（R8～9）等

整備予定地　土気市民センター敷地内

供用開始　　 令和12年度中（予定）

土気公民館・土気市民センター・土気いきいきセンター再整備　【新規】　Ⓟ

項　　　目 主　　要　　施　　策　　の　　概　　要
予　算　額

〔　　〕内は一般財源
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特別史跡加曽利貝塚新博物館の整備　Ⓟ 421,000

縄文文化とSDGsを学ぶことができる博物館を目指し、新博物館の 〔128,000〕

整備を推進

実施内容　基本・実施設計、既存施設解体工事　等

供用開始　令和12年度（予定）

◎見直しをする事業 教育だよりちば発行 0

教育だよりちばの発行を令和8年4月号をもって廃止し、スマート 〔0〕

フォン閲覧を主眼に置いた教育広報まとめサイトへ移行すること ※対前年度増減額

とし、利便性の向上を図るほか、経費を縮減 △3,161

〔 △3,161〕

民間スイミングインストラクター派遣 400

小学校への民間スイミングインストラクター派遣による水泳授業 〔400〕

について、対象校が持ち回りで、指導の継続性に課題がある ※対前年度増減額

ことを踏まえ廃止し、教職員が民間スイミングで指導を受ける △4,130

手法へ変更 〔 △4,130〕

予　算　額
〔　　〕内は一般財源

項　　　目 主　　要　　施　　策　　の　　概　　要

債務負担（123,000）
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千円

図書館ブックメールカー運行 31,923

図書の貸出・返却業務に係るブックメールカーについて、 〔31,923〕

実態を踏まえた最適化を図るため、従前の余裕を持たせた ※対前年度増減額

運行を見直し、市民への影響を最小限に抑えつつ、運行 △4,250

ルートを効率化 〔 △4,250〕

項　　　目 主　　要　　施　　策　　の　　概　　要
予　算　額

〔　　〕内は一般財源
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＜物価高対策＞

千円

１　物価高への対応 物価高への本市独自の対応として、国からの重点支援地方交付金

（交付限度額 約58億円）を活用し、生活者・事業者への支援に向けた

＜ 主 な も の ＞ 取組みを推進

(１)市民生活への支援 ＜建設局・環境局＞

下水道使用料等の特別減免　【２月補正対応】 2,748,247

物価高騰などの影響を受ける市民や事業者の負担を軽減するため、 〔0〕

下水道使用料等を減免

　減免内容

　（１）下水道使用料

　（１）基本使用料及び従量料金(最大10㎥)　6か月分

　（１）1件あたり最大5,796円を減免

　（２）農業集落排水使用料､し尿処理手数料

　（２）下水道使用料と同程度の金額を減免

　減免期間　令和8年7月～12月検針分

　　　　　　　　（農業集落排水使用料、し尿処理手数料は同期間請求分）

＜水道局＞

市営水道料金の特別減免　【２月補正対応】 99,840

物価高騰などの影響を受ける市民や事業者の負担を軽減するため、 〔0〕

水道料金の一部を減免

　減免対象　小口径（13、20、25㎜）の水道料金

　減免内容

　　基本料金及び従量料金の各20％　6か月分

　　一般的な3人世帯（口径20㎜・月20㎥使用）の場合 約4,600円を減免

　減免期間　令和8年7月～12月検針分

　※県営水道の料金は千葉県が減免を実施

項　　　目 主　　要　　施　　策　　の　　概　　要
予　算　額

〔　　〕内は一般財源
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千円

＜教育委員会＞

学校給食費支援　【２月補正対応】 2,386,018

食材料費が高騰する中、給食の質を維持するため、学校給食費の 〔0〕

引き上げの改定を実施するとともに、国からの財政支援を活用し、

保護者負担の軽減を実施 894,660

小学校、特別支援学校（小学部） 〔0〕

国の小学校給食費負担軽減措置を活用し、給食費を減額する

とともに、国からの支援を上回る価格高騰分は、国の重点支援

地方交付金が交付される令和8年度については、交付金を活用

し、保護者負担を求めないこととする

中学校、中等教育学校前期課程、特別支援学校（中・高等部）

高等特別支援学校

国の重点支援地方交付金が交付される令和8年度については

保護者負担を従前のまま、据え置き

＜こども未来局＞

保育施設等給食費等支援　【２月補正対応】 554,027

食材料費が高騰する中、給食の質を維持するため、公立保育所・ 〔0〕

認定こども園給食費の引き上げの改定を実施。国の重点支援地方

交付金が交付される令和8年度については、交付金を活用し、

保護者負担を従前のまま、据え置き。あわせて、民間保育施設等

に対し、食材料費高騰に係る経費を助成

＜経済農政局＞

消費活性化・生活支援キャンペーン　【２月補正対応】 780,000

市民生活を支援するとともに、市内消費を喚起し、地域経済を活性 〔0〕

化するため、キャッシュレス決済によるポイント還元キャンペーンを

実施

(２)事業者への支援 ＜経済農政局＞

中小企業者エネルギー価格等高騰支援　【２月補正対応】 1,129,000

エネルギー価格等のコスト増加の影響を受ける中小企業者に対し、 〔0〕

事業継続のための支援金を支給

国の小学校給食費負担軽減
措置分

重点支援地方交付金による
軽減分

項　　　目 主　　要　　施　　策　　の　　概　　要
予　算　額

〔　　〕内は一般財源
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